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PRESS RELEASE 

 

横浜市をはじめとした日本のバス事業運営を学び、 

自国の持続的な公共交通の運営に向けた課題解決を目指す 

～セルビアからベオグラード市公共交通部の職員 7名が研修のため来日～ 

 

国際協力機構（JICA）では、2020年 11月から、セルビア共和国のベオグラード市の公共交通改善を

目的とした、「ベオグラード市公共交通改善プロジェクト」を現地で実施しています。ベオグラード市は環

境保全を重要課題とし、電気バスや環境に優しい公共交通システムへの移行、また初めての都市鉄道

（地下鉄）の計画を進める一方、都市部の拡大や人口の増加が進む中、公共交通部門の財政は厳しく、

適切な交通・路線計画の整備や環境基準を満たす車両の更新・導入が課題ともなっています。今回の訪

日研修プログラムでは市民の主要な移動手段である公共交通（バス、トラム、トロリーバス）の運行の効

率化や運賃収受改善等に向けた取り組みを通じ、市公共交通部の能力強化を行い、同市が目標とする

環境に優しい公共交通システムの構築への貢献を目指しています。 

神奈川県は複数の事業者がバスを運行し市民の足を担っており、バス事業者数及び路線数でも日本

有数の県と言えます。また、横浜市では地下鉄とバスが相互にネットワークを形成しつつ、住宅地から観

光地、商業エリアをめぐり、特にバスが市民の主要な交通モードとしての重要な役割を果たしています。 

今般、プロジェクトで実施する研修プログラムに参加するため、ベオグラード市の公共交通部職員 7

名が JICA横浜に滞在し、神奈川県や横浜市をはじめとした日本のバス事業の運営について学ぶと共

に、優れた日本の都市交通を見学します。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で 3 年ぶりの来日研修となりますので、是非この機会に取材・

報道をご検討ください。取材をご希望の場合は、下記問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。ま

た、研修期間中はセルビア語の通訳も同行しておりますので、研修員への個別インタビューも可能で

す。 

 

【研修概要】  

◆研修期間 ：2023年 1 月 17 日(火)～1 月 25 日(水) ※横浜市の滞在は 1月 17日（火）～22日（日） 

◆研修参加者 ：7 名（ベオグラード市公共交通部職員） 

◆神奈川県における主な研修先、協力先：横浜市交通局、東急バスなど 

◆参考：プロジェクトの詳細やベオグラード市の公共交通の概要はこちらからもご確認いただけます。 

https://www.jica.go.jp/project/serbia/006/index.html 

【本件に関する問い合わせ先】 JICA横浜 

JICA 横浜ウェブサイト 

https://www.jica.go.jp/yokohama/ 

JICA横浜 研修業務課  担当：片山 

TEL:045-663-3221 FAX:045-663-3265 

 MOB:080-7138-5490 

e-mail： Katayama.Motoko@jica.go.jp 
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